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◆研究室紹介
本研究室は，2014年 10月の竪准教授の弊学着任と同

時に創設されました．本研究室では，光情報処理の枠組
みにおいて，ナノスケールの光物理・光技術に基づいて
高度な実用機能を実現する光情報デバイス・システムの
実現に関する先端的研究を進めています．目的とする光
情報処理の実装に適合したマクロな光機能を発現するた
めのナノ光系・量子系の実現を研究基盤としており，具
体的な実験内容は，デバイス・システムの設計・構築か
ら基本物理の実証や機能評価まで多岐に渡ります．主な
実験ファシリティとしては，蛍光分析，光子計数，干渉
計測，機械学習などが挙げられます．
特に直近では，半導体ナノ微粒子・量子ドットの個体
制御・配置調節に基づいて特異な光機能の発現を設計す
る「量子ドットエンジニアリング」を標榜し，同概念に基
づく光コンピューティングの実装に取り組んでいます．
また，近年一層の拡張を続ける半導体産業におけるサプ
ライチェーンの保護を目的として，個々の半導体チップ
に対する個別情報として微細な人工物を付与する「ナノ
人工物メトリクス」について，そのような人工物が示す偽
造・複製不可能な特徴量を効果的に読み取るための光技
術の開発に関する研究も行なっています．

◆具体的な最近の研究テーマと成果

テーマ 成果

量子ドットエンジニア
リングに基づく光コン
ピューティングの実装

CREST「光ニューラルネット
ワークの時空間ダイナミクスに
基づく計算基盤技術」【分担】な
ど

ナノ人工物メトリクス
の実用化に向けた光学
的読み取り技術の開発

経済安全保障重要技術育成プロ
グラム「半導体・電子機器等の
ハードウェアにおける不正機能
排除のための検証基盤の確立」
【再委託】など

小型分光イメージング
を志向した超薄型旋光
デバイスの開発

基盤研究（S）「匂いの時空間揺
らぎ情報に基づく人探索」【分
担】など
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学 52 (2023) 230.
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パシフィコ横浜）．
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generation using randomly distributed quantum dots”, Opt. Rev. 27 
(2020) 264.

9）竪 直也：“ナノ光技術を活用した高度光セキュリティの実現
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◆学生の声
竪研究室は，理論から実験まで幅
広いプロセスに触れることで，研究
者として大きく成長できる場だと感
じます．考えた理論を実際に組んだ
光学系を用いて検証できるため，光
学理論を体感しながら研究を進める

ことができます．実験では実験機器や光学系の組み
方などノウハウや予備知識が足りないことも多いで
すが，竪先生の指導の下，学生同士助け合って日々
研究に励んでいます．

 （山口 誠矢）
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